
局 旬 コラム「人間万歳！ Jは、荒木光弥・本誌主幹の感性で綴るロマンチック街， 道である。貧しい国々、貧しい人びとを助ける協力には、人間本来のロマン

島 が求められる。それは、開発ロマンかもしれない。

無冠の帝王

学岩渡辺利夫の真実

今回は、作家を凌ぐような筆力をも

っ経済学者の渡辺利夫氏（78歳）を

追って、その作風、そして生き方な

どに焦点を絞ってみた。

激い、韓国論争

実は、渡辺利夫氏と筆者との関

係は50年に及んでいる。それは、

1967年の本誌創刊以来である。

当時、学生気分の抜けていない渡

辺青年は、本誌創刊号に「ハリ

ー・ G・ ジョンソンの低開発国経

済政策に関する見解」と題する論

文を投稿した。

当時、渡辺青年は本誌の編集方

針などのアドバイザーであった関

東学院大学の原覚天教授の門弟と

いうか、いわゆる“カバン持ち”

であった。

原教授は戦前の有名な満鉄調査

部出身で、戦後は1958年に創設

された（財）アジア経済研究所の

調査部長から関東学院大学教授へ

転身していた。当時の渡辺氏は、

原教授の熱い「韓国研究Jに引き

込まれるように韓国に入り浸り、

韓国語も学習して韓国研究に数年

間没頭した。

また、同じ時期に原教授に薦め

られるままに援助問題にも首を突
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っ込んだ。処女作は 『低開発国経

済援助論』で、アジア経済研究所

の“アジアを見る目シリーズ”の

一冊として出版された。渡辺青年

そして、この工業化政策は、韓国

に続く形で東南アジア諸国連合

(ASEAN）、次いで中国の開発

モデルになるという先駆的研究と

の“アカデミズムへの入門”でも なった。

あった。

他方、親分の原教授は「韓国は

面白い。日本の成し遂げたことな

ら韓国はきっと成し遂げるに違い

ないJと、李承晩時代の経済破た

んを建て直すために、クーデター

で政権掌握した朴正照政権への期

待は大きかった。

「とにかく、お前、韓国研究で

一流になれJと言われるままに、

渡辺氏は韓国研究に没頭した。し

かし、研究現場は一言で言うと荒

れていた。日本の韓国研究者はも

とより、韓国の研究者たちも一様

にネガティブな韓国評価のオンパ

レード。 「軍部独裁」、 「財閥支

配」、 「従属経済Jの3つをキー

ワード（決まり文句）にして、韓

国批判を繰り広げていた。そこに

は「経済発展論Jという見方、考

え方などは存在していなかった。

しかし、渡辺氏はそうした研究

に論戦を挑み、激しい論争の渦の

中で、 『現代韓国経済分析』 （勤

草書房）を書き上げる。その力点

は、韓国の輸出志向工業化である。

停滞アジア論への挑戦

筆者は渡辺氏の性格をよく知っ

ているが、渡辺氏自ら「直感を理

論化するタイプの人間だ」と話す。

「ソウルへ行って繁華街に入ると、

捻りを上げるような熱気に包まれ

ていた。これを 1カ月も経験して、

直感的に必ず発展する国だと思う

ようになりましたよ」と現地での

直感力を力説する。

さらにこう述べる。 「財閥支配、

軍部独裁、従属経済の韓国は発展

しないという説はすべて間違いで

あった。 『現代韓国経済分析jが

自分で、も誇れる論文だと思ったの

は、 “従属からの自立”という概

念ゆえであった」という。これが、

1985年には 『成長のアジア停

滞のアジア』 （講談社学術文庫）

という形で出版され、吉野作造賞

を受賞する。

ご本人は、 「あれは総合雑誌に

掲載された論文コレクションだJ
と言うが、 筆者は当時、アカデミ

ズムの世界で大活躍していた元・

京都大学教授の矢野暢氏たちの停

滞アジア論を論理的に打ち破る快

挙だったと思っている。

そこで筆者は、これまでの歩み

を「渡辺ライフワークの第 1ステ

ージJと勝手に設定してみた。

その第lステージでは、著書の

傾向からみると、 『成長のアジア

停滞のアジア』に続いて 『開発

経済学J（日本評論社、大平正芳

記念賞）、そして 『西太平洋の時

代』 （文萎春秋、アジア太平洋賞

大賞）などがあり、それらは主に

アジア地域の経済開発論の主流を

形成していった。

ちなみに、渡辺氏のドクター論

文は 『開発経済学研究ー輸出と国

民経済形成Jで、慶慮義塾大学大

学院修了後10年間の努力の集大

成であった。

わが道を行く

それでは、次に「渡辺ライフワ

ークの第2ステージJに入ってみ

よう。

筆者は、渡辺氏との長い付き合

いから、他の学者に比べて、学者

としては慶臆出身だからと言って

そのスクールに属さず、さりとて、

アジア経済研究所などのスクール

にも属さない独特な歩みをしてき

たと見ている。渡辺氏には、かつ

ては原覚天というボスがいたけれ

ど、それは「学問的ボス」という

より「人間的ボス」であったと言

っても過言ではない。

渡辺氏の学者としてのステージ

にはボス的存在の学者は見当たら

ない。 「独り 、自分の世界を行

くJという人

生観がにじみ

出ている。

だが、自分

の学問、考え

方を広く世間

に知らしめ、

多くの人びと

を自分の共鳴

者として増や

していくとい

う意昧で、実

に多くの有力

な新聞、出版

社に太い人脈

を形成して、

その中で自分

の主張、考え

方を論じてき

た。

また、渡辺氏の著作を読んで学

者や研究者になった人も多いこと

を、私はよく知っている。

言論人は、多くの読者を背景に、

政治権力などと闘いながら世に警

鐘を鳴らす役割を負っている。そ

の存在は「無冠の帝王」と言われ

る。その意味で、渡辺氏は学界に

おける「無冠の帝王」と言っても

よいだろう。

さて、周知のことと思うが、経

済学にも流行があって、渡辺氏の

青春時代は“数学の時代”であっ

た。 「当時の三田学会雑誌などを

みると、最初から終わりのページ

まで数式がただ並んでいるだけで、

何のことやら、こんなことで経済

がわかるのか、と疑いたくなる。

その上、経済学を含め、学問の専

門化、細分化が進む一方であ っ

たJと語る。

渡辺利夫氏

神経症の時代へ

ここで、渡辺氏にご登場願い、

当時の心境を語ってもらった。

「やっぱり、一番関心のあるの

は人間でしたね。人間というのは

マイクロコスモス（小さな宇宙）

であって、いろいろな価値、欲求、

情念など、ありとあらゆる要素か

ら成り立っている。しかし、経済

学では人間は経済的動物であると

いうことを前提に、人間が持って

いる諸価値のなかで経済的価値の

みを重んじる。こういう、そもそ

も存在し得ない人間類型を想定し

て、その行動パターンを理論化し

ようということなんでしょうね。

私は、そういう経済学にだんだん

関心がなくなっていきましたJO . 

つまり、少しずつ、いわゆる純

粋な定形的な経済学なるものから
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離反していくのである。その離反

の最中の1996年に、 「あるがま

まに生きるJをテーマにした T神
経症の時代J(TBSブリタニカ）

を書くことになった。これが開高

健賞の正賞に輝いた。渡辺氏は学

問の世界（仮説の世界）に失望感

を抱くようになる‘。

その頃の執筆傾向を見ると、人

間の生き様に焦点を当てたような

作品を書き始めている。その典型

が、自分の心情をある俳人の人生

に仮託した 『種目山頭火の死生ー

ほろほろぼろびゆく』 （文春新

書）で、人間存在の不可思議さの

根源を求め始める。

こうした傾向について、ボソッ

とこう語った。「私はアカデミズ

ムの世界で、私は私なりの仕事を

してきたとは思うんですけれども、

失望の方が多かったと思うんです

よJ。

高まる丈学への関1¥:l

はそうした考えの反動なのか、と

尋ねると、 「文学でなければ人間

の内面には入れないし、人間の集

まっている社会とは何であるかも

わからない。やはり形式としては

文学ではないかと考え始めたんで

しょうね」、「例えば、美と醜、聖

と俗の双方を徹底的に理解しない

と、美なるものも聖なるものもわ

からないと思い始めたんですね」 。

さらに、 「最近、歴史に関心を

寄せて、戦争の歴史を勉強してい

ますが、戦争が何であるかをわか

らなければ平和はわからない。悪

を知らずして善はわからない。こ

うして自分を振り返ってみると、

やはり経済学では飽き足らなくな

ってきたと思うようになったんで

しょうねJ。

思い起こすと、渡辺氏（筆者も

同じだが）の時代は、左翼リベラ

リズムが圧倒的な力をもっていた。

朝日新聞や岩波書店が元気で、大

学では慶臆義塾さえもマルクス経

済学が元気だった。他大学も推し

そこで筆者が『神経症の時代J て知るべき状況だった。

若かりし頃の渡辺利夫氏（右）と原覚天先生（＝渡辺氏提供）
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マルクスの発展段階論、そして、

その背後にはヘーゲルの段階論が

あって、人間社会は進歩するもの

だという、いわゆる進歩史観であ

った。

渡辺氏は、ある時期からこうし

た考え方を疑うようになる。

「人間社会は進歩しない。進歩

しているのは社会の表層である

“技術”だけである。技術の進歩

を見ていると、いかにも社会が進

歩しているように見えるけど、人

間自身の喜びと悲しみ、幸福と不

幸、歓喜と絶望は、自分の親たち

ゃ先祖と同じだと考え始めたJと

三五又
ロロペu。

渡辺氏は、こうした人間の循環

史観が深まるにつれて、歴史に関

心を持ち始める。歴史の中にこそ

人間の生き様が描かれている。

「僕は人間を見ていると、決して

古い時代が現代に比べて遅れてい

るとは思えない。技術は進歩して

いるけど、人間自身は変わらな

いjと主張する。

福j事諭吉の真実

さらに渡辺氏は、 「歴史を学ぶ

ことの意昧は、その時代の環境条

件が変化した時に、指導者や庶民

はどういう行動をとればよいのか

を確認するための知恵を得ること

にあります。現在の私たちの悩み

ごとは、例えば100年以上も前の

福津諭吉の言説の中に提示されて

いるのではないか」と力説する。

そして、 「歴史というものは、

歴史家だけにまかせていいもので

はない。特に近代史ですね。日本

の学問の中で、近代史はある意昧

で非常に遅れている分野です。当

時の原資料の資料公開があっても、

左翼リベラリズムの観点からなさ

れる歴史的判断はみんな似たりょ

ったりです。

左翼リベラリストにとっては、

隠されたものの中から真実が発見

されると都合が悪いのではなし3か

とさえ思いますJと指摘は鋭い。

「例えば、福津諭吉を生涯にわ

たって研究している人が、 『学問

のすすめJの数編と福翁自伝の思

想でしか福津を論じていない。後

年の福津は私からみればラデイカ

ルなほどに思想を変化させている

のですが、そんなことはほとんど

無視されている」、と近代史への

一部の学者たちの矛盾を突く 。

既存の福津研究者は、自分の左

翼的リベラルな思想の淵源が、福

津という権威の中にあるという、

ある種の権威主義に陥っているの

ではないかと強調する。あのー万

円札の肖像に現れているような福

津を自分の権威付けに使いたいと

いう意識が無意識的に働いている

という。

人間存在の不可思議

渡辺氏は、 2016年に 『士魂－

福津諭吉の真実J （海竜社）とい

う力作を発表して、第9章で、

「福津思想変遺と体系一激動期を

生きた福津の言説に学ぶJ、で締

めくくっている。

その中では、 『学問のすすめj、

『文明論之概略』、 『丁丑公論』、

『通俗国権論』、 F時事小言』、

『時事新報J、 『脱亜論J、 『椿

我慢之説』、 『日本と英国との同

ベトナム・ハノイの道路。交通渋滞が慢性化する中、都市鉄道など交通インフラの整備が進んでいる

盟jなどの考え方、主張を鮮明に

描き出している。

こういう精神的な領域に入って

来ると、経済学などの領域を超越

してしまう。渡辺氏は、 1996年

に「あるがままに生きよ」という

森田療法を描いた 『神経症の時

代Jを、実に見事に書き切って、

「時代に対する私のアンチテーゼ

だ」と語っている。だが、社会を

構成する一人ひとりの人間に視点

を当てて、教育の在り方、社会の

在り方、国家の在り方など見つめ

てきた。

さらに、歴史（特に近代史）か

ら人間の在り方、そして社会、国

家の在り方を洞察したいという動

機が、福津諭吉の研究、そして人

間存在の不可，思議について 『放哉

と山頭火一死を生きる』 （ちくま

文庫）にまで視野の領域を広げて

いる。ある意味で時代に腕く（も

がく）一人の学者の姿が見えてく

る。

総括してみると、 1996年の

『神経症の時代』、 『種目山頭火

の死生』以降の第2ステージでは、

渡辺氏は確かに「経済学」を捨て

ている。そして、第2ステージで

はむしろ、人間と国家の有り様を

探求する論調へと変化している。

『新脱亜論J （文春新書）、

『中国は歴史に復讐される』 （育

鵬社、岡崎久彦氏との対談）、

『君、園を捨つるなかれ』 （海竜

社）、 『国家覚醒』 （海竜社）、

『日本の活路J（海竜社、三浦朱

門氏との対談）、 I放哉と山頭火

一死を生きるj、 I士魂－福津諭

吉の真実』、 『アジアを救った近

代日本史講義』 (PHP新書）な

ど。

次は「人生の第3ステージjで

あるが、実は、すでに第2ステー

ジの中には第3ステージを予感で

きるような作風が散見できる。だ

から、もうすでに渡辺氏の第3の

ステージが始まっているかもしれ

ない。それが何か。 「種あかし」

を近々やってくれるそうだ。
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